
はじめに
近年，子どもにおける運動器機能不全の状態である，
子どもロコモの増加が問題となっている1）．運動器機能
不全とは，2007年に日本整形外科学会が提唱2）した言葉
である．運動器の障害によって日常生活に制限をきた
し，介護・介助が必要な状態になってしまったり，そう
なるリスクが高い状態を表す3）4）．この概念は主に，加
齢に伴う筋力の低下や関節・脊椎の疾患，骨粗鬆症など
による運動器の機能低下に対するものであったが，子ど
もにも運動器機能不全が生じているとの報告1）が散見さ
れるようになった．林ら1）は，2007年より学校運動器検

診モデルを開始し，片脚立ち，しゃがみ込み，肩挙上，
体前屈の 4つの基本動作が全てできない子どもが 4割を
占めたと報告している．運動機能には様々な要素が関与
するが，運動の基盤として足部が重要な役割を果たすと
考えられる．
子どもの異変は足部にも生じており，原田5）は 1980
年では約 5～10％程度であった 5歳児の浮き趾発生率
が，2000年には約 50％に急増したと報告している．さ
らに足部の発育に関して，足部のアーチ形成が以前に比
べて緩やかになっており，形成が不十分な児童が増えつ
つあると報告している．足部の成長の遅れや異常は，履
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況とあわせてその特徴を明らかにすることを目的とする．
【方法】学童期児童 451名を対象に，身長・体重・足部形態の状況を調査
した．足部形態は足裏バランス測定装置 Foot Look を使用し，足長・足
幅・母趾外反角・小趾内反角・開張角・足長に対する足幅の割合（足幅／
足長）を測定した．解析は身長・体重ならびに足部と足趾形態の学年別
（低，中，高学年），性別の比較を二元配置分散分析を用いて比較した．
【結果】身長・体重・足部形態は低学年から高学年になるにつれ順調に増
加することが確認されたが，足長・足幅・母趾角・開張角の成長には性差
が認められた．足のプロポーションを示す足幅／足長は男児が女児より低
学年・中学年で有意に大きい傾向があり，高学年では有意差がなくなっ
た．
【結論】男児の足部は女児に比べて低学年と中学年で幅広い形状であり，
高学年で女児と同じ割合の細長さまで成長することが示唆された．女児の
足は足幅／足長が学童期の間大きな変化がなく，男児よりも早期から細身
の形状をしていることが明らかとなった．
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物の影響6）や外遊び量の低下7）などが関与していると考
えられている．その一方で，最近の子供の発育状況は祖
父母・親世代と比べ早期化しているとの報告8）もある．
文部科学省が実施した令和元年度の学校保健統計の身長
データ8）によると，昭和 23年では 11歳で男児 130.4
cm，女児 130.8 cm であったのに対し，令和元年度では
男児 145.2 cm，女児 146.6 cm と発育が良くなっている
ことが示されている．足部は身体を支える基盤となるも
のであり，足部の成長と身長や体重等の発育状況のアン
バランスさは，運動の不安定化を生じさせる可能性があ
る．
子どもの足部形態の研究は，歩行開始に伴いアーチが
形成される時期であることから，幼児期を対象としたも
の5, 9-13）が多く，学童期の足部形態の研究14-16）は十分に
なされていない．アーチ形成だけではなく，足長，足
幅，足長に対する足幅の割合などがどのように成長を遂
げるかについて，運動器の不安定性増加が指摘されてい
る学童期の児童で確認することは有意義である．
そこで本研究は，学童期の児童を対象とし，足部形態

が低・中・高の学年や性別によってどのように異なる
か，身長や体重の発育状況とあわせてその特徴を明らか
にすることを目的に調査を実施した．

対象
対象は A 小学校に通う小学 1年生から 6年生の児童

451名（男児 218名，女児 233名）とした．対象者は，
小学 1, 2年生を低学年群（6-8歳），小学 3, 4年生を中
学年群（8-10歳），小学 5, 6年生を高学年群（10-12歳）
の 3群に分類した．倫理的配慮として，対象者および保
護者には学校教諭の協力のもと研究の趣旨と内容につい
て説明し，理解を得られた上で協力を求めた．また，研
究への参加は自由意思であることを口頭及び書面で説明
し，参加の同意を得た．本研究は大阪人間科学大学 研
究倫理委員会の承認を得て行った（承認番号 2019-1）．

方法
対象者の身長・体重の情報を収集した後，足部と足趾
の形態測定を足裏バランス測定装置 Foot Look（株式会

図 1．足部形態の測定方法
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社フットルック）を用いて行った．Foot Look は，足底
の画像をコンピューター解析し，足長・足幅・足趾の角
度を数値化できるものである．測定は裸足でフットスキ
ャナー上に乗り，両上肢を体側につけた立位姿勢で，両
足部の内側が完全に接触しない状態とし，前方の壁に設
置した目印を注視しながら両側の足裏スキャンを 1回実
施した．得られた画像から，足長・足幅・母趾外反角
（以下母趾角）・小趾内反角（以下小趾角）・開張角を解
析にて算出した．さらに，足長に対する足幅の割合（足
幅／足長）を（足幅÷足長）×100で計算し算出し，両
足の平均値を代表値とした（図 1）．足幅／足長は足の
プロポーションの指標6）であり，横アーチの指標として
も利用されるものである．値が大きいほど幅広で，横
アーチが低下していることを示している17）．
統計学的解析方法は，身長・体重ならびに足部と足趾
形態の学年別（低，中，高学年），性別の比較をするた
めに二元配置分散分析を用いた．そして，詳細な分析を
行うため18），交互作用の有無に関わらずすべてに単純主
効果の検定を実施し，その主効果が有意であれば，多重
比較検定として Bonferroni の検定を用いた．また，各
測定項目の効果量（η2）を算出した．なお，解析には
統計解析ソフト SPSS 21.0（IBM 社製）を用い，有意水
準は 5％とした．

結果
身体特性（身長・体重）ならびに足部形態の学年別，

性別の比較結果を表 1，効果量を表 2に示す．
二元配置分散分析の結果，足長（F＝6.417, p＜0.01），
母趾角（F＝4.47, p＜0.05），開張角（F＝5.11, p＜0.01）
は有意な交互作用が認められたが，身長，体重，足幅，
足幅／足長，小趾角については交互作用が認められなか
った．
学年別（低・中・高学年別）の比較については，身
長，体重，足長，足幅，足幅／足長，母趾角，小趾角に
有意な主効果が認められ（p＜0.01），開張角は有意な主
効果が認められなかった．主効果が得られた項目のみ多
重比較検定を行った結果，身長（p＜0.05），体重，足
長，足幅（p＜0.01）は男女ともにすべての学年で有意
に数値が高まった．足幅／足長は男児の低・中学年が高
学年に比べて有意に大きかった（p＜0.01, p＜0.05）．母
趾角は男児の低学年よりも高学年が有意に大きく（p＜

表 1．各学年別の比較

表 2．各測定項目の効果量
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0.01），女児では低学年と比べ全学年が有意に大きかっ
た（p＜0.01）．小趾角は男児の低学年よりも高学年が有
意に大きく（p＜0.01），女児では低，中学年と比べ高学
年が有意に大きかった（p＜0.01）．
性別の比較については，足長，足幅，足幅／足長，母
趾角，小趾角（p＜0.01），開張角（p＜0.05）に有意な主
効果が認められ，身長，体重には認められなかった．主
効果が得られた項目について多重比較検定を行った結
果，女児よりも男児が大きくなったものは足長，足幅，
足幅／足長，開張角であり，足長は高学年で，足幅は
低・高学年で，足幅／足長は低，中学年で，開張角は低
学年で男児が女児より有意に大きかった（p＜0.01）．母
趾角は中，高学年で女児が男児よりも有意に大きかった
（p＜0.01）．小趾角には有意差が認められなかった．

考察
本研究は，小学 1年生から 6年生を低・中・高学年の

3群に分け，学年別と性別に身長・体重・足部形態の比
較を行った．その結果，身長・体重の成長に性差は認め
られなかったが，足部形態の成長には男女で特徴がある
ことが示された．女児では足幅／足長が学童期を通して
ほぼ一定の割合であるのに対し，男児では低学年が中・
高学年よりも割合が大きいことが示された．
身長と体重，足長と足幅は男女ともに学年があがるご
とに有意に増加した．身長と体重の成長には性差は認め
られず，成長スピードもほぼ同じ経過をたどった．低学
年と中学年の差は身長で平均 12.7 cm，体重が平均 7.7
kg，中学年と高学年の差は身長が平均 13.5 cm，体重で
平均 8.1 kg の増加であり，3群間の成長の差は近似して
いることが確認された．一方，足長と足幅の成長には特
定の学年間で性差が認められ，足長では高学年，足幅で
は低学年と高学年でいずれも男児が女児より有意に大き
かった．この結果は，6-11歳では足長に性差がなくな
り，10-11歳では足囲，足幅もほぼ等しくなるとした報
告19）とは異なる結果となった．1980年と 2000年の幼児
の足部を比較した先行研究5）によると，幼児の土踏まず
形成率が 2000年では低下したという報告も認められる．
本研究では明らかにすることはできないが，学童期でも
足部の成熟速度の遅れなど変化が生じている可能性が考
えられた．
足のプロポーションを示す足幅／足長にも性差が認め
られ，男女で足の成長が異なることが示された．学年別
でみると，男児は低学年と中学年が高学年に比べて有意
に大きかったが，女児では差はなかった．性差は，男児
の方が女児より低学年と中学年で有意に大きく，高学年
では有意差がなくなった．このことから，男児の足部は

女児に比べて低学年と中学年で幅広い形状であり，高学
年で女児と同じ割合の細長さまで成長することが示唆さ
れた．女児の足は足幅／足長が学童期の間大きな変化が
なく，男児よりも早期から細身の形状をしていることが
明らかとなった．開張角も，低学年で女児よりも男児が
有意に大きく，低学年の男児では足部の形態の比率が女
児に比べて足幅の広い形状であることが確認された．
足趾の角度については，母趾角，小趾角ともに低学年
に比べて高学年で大きく，成長によって角度が増加する
ことが確認された．性差に関しては，母趾角にのみ性差
が認められ，中・高学年時では女児が男児より有意に母
趾角が大きいことが示された．外反母趾は一般的に女性
の有症率が高く，若年時にも存在が確認されており，中
学 1年生で男子 6.7％，女子 34.8％が 20°以上の母趾外
反角度を有していたとの報告20）がある．本研究では，小
学校中学年の時点で性差が認められ，女児が将来外反母
趾になりやすい可能性が示された．足部は靴の影響を強
く受け，不適合な靴が外反母趾等を引き起こし，足部機
能の低下に繋がると報告されている21）22）．足部の成長段
階に性差があるとすれば，男女で同じ規格の子ども用の
靴では，不適合が生じやすい可能性がある．男女の成長
に合わせた靴の必要性が考えられた．
本研究は横断研究であり，同一児童の成長段階を追っ
たものではないため，対象とした各学年の児童の特性が
結果に影響を与えていないとは言い切れない．今後は縦
断的に調査を行い，個人の成長変化率を詳細に確認する
とともに，筋肉量や体脂肪率などの結果も含めて身体の
成長変化と足部成長変化との関連についても調査を行い
たい．
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Comparison of feet and toes morphology by
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ABSTRACT
[Introduction] In recent years, the number of children with pre‐locomotive syndrome, or “children’s locomo,” has been in‐
creasing. The reason for certain locomotor function abnormalities, such as the inability to stand on one leg, may be due to
changes in the growth of the foot itself, which is the foundation of locomotor function. The purpose of this study was to
clarify the characteristics of the growth of foot morphology in school‐aged children, including sex differences, together
with the development of their height and weight.
[Methods] We investigated the height, weight, and foot morphology of 451 school‐age children. Foot length, foot width,
hallux valgus angle, little toe varus angle, spread angle, and foot‐width‐to‐foot‐length ratio (foot width/foot length) were
measured using a foot balance measuring device, Foot Look. The analysis compared height, weight, and foot and toe mor‐
phology by grade (low, middle, and high)and sex using a two‐factor analysis of variance.
[Results] Height, weight, and foot morphology increased steadily from lower to higher grades. There were sex differences
in the growth of foot length, foot width, hallux valgus angle, and spread angle. Foot width/foot length, which indicates
foot proportions, was significantly larger in boys than girls in the lower and middle grades, but the difference was not sig‐
nificant in the upper grades.
[Conclusion] Boys’ feet were broader in shape in the lower and middle grades than girls’, suggesting that boys’ feet de‐
velop to similar proportions to girls’ in the upper grades. Girls’ feet did not change significantly in foot width/length during
school years, indicating that they have the same proportions from an earlier age than boys’ feet.

Key words: School age, foot morphology, foot width/foot length
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